
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

小学校問題行動等防止プログラムに関する実践事例 

観音寺市立一ノ谷小学校 

心豊かでたくましい子どもの育成心豊かでたくましい子どもの育成心豊かでたくましい子どもの育成心豊かでたくましい子どもの育成    ― 心をみがく自問清掃を通して ― 

関連項目：教育活動プラン⑥ 

 本校の児童は，より高い目標を持ち主体的に活動しようとする態度が脆弱な面が見られます。そこ

で，「自分を見つめ，自分をみがき，よりよい自分に高めようとする心豊かでたくましい子ども」を

育成することを目標に，自問清掃を核とした取組を推進します。 

目的 

● 自分を見つめ、生き方を考える自問清掃の取組 

「自問清掃」で育む３つの力 

清掃活動を「自問」の時間とし，協力的・建設的に問題解決に取り組む技能を磨き，「自発

的に自分の心を磨き，成長するための活動」ととらえ直し，全職員が共通理解して，児童への

接し方を変えていった。 

 

 

 

 

● 感動を伝える教師のＩＩＩＩメッセージ 

「自問」とは，自ら進んで問うことであり，強制されて問わされることで 

はなく，「信じて待つ」ことによって引き出される自発性こそが鍵となる。 

そこで，この「自発性」を引き出すために，「私は」という自分が主語で 

 あるＩＩＩＩメッセージを教職員全員が送ることを心がけた。 

 

 

                       

 

 

 

 

 

 

● 自問ノートにみられる児童の変容 

集中して黙って活動することが苦手なＡ男が，しだいに自分自身の姿に目を向けられるようになり

がまん玉を磨いて、さぼりたい気持ちになったり，無駄話をしそうになったりする自分に打ち勝とう

とするようになってきた。 

 

内容 

 ○ 自問清掃がねらいとした「がまん玉」「しんせつ玉」「みつけ玉」の心が，清掃時間だけでなく，

学習や生活全般の行動の中に表れつつあり，児童の心に根付き始めているとともに，「自問」する

態度が育ちつつある。【心がきれいになるから掃除が楽しいと答えた児童 ３％（昨年５月）→４８％（今年１月）】 

成果 

○ 教師は，全職員が年１回ずつ，自問清掃について

のＩＩＩＩメッセージを放送で伝える。そのために，「ＩＩＩＩ

メッセージについての研修」を行った。 

○ 教師は，掃除の時間に３つの禁（ほめない・叱らない・

比べない）で，児童を見守った。 

○ 教師は，児童の一人一人の自問（自問ノート）にＩＩＩＩメ

ッセージを伝えた。 

○ 教師自身も自問清掃に取り組み，協働の姿勢を示した。 
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＜教師の姿勢＞ 

 
「がまん玉「がまん玉「がまん玉「がまん玉」」」」        …１５分間，黙って清掃ができる１５分間，黙って清掃ができる１５分間，黙って清掃ができる１５分間，黙って清掃ができる    

  「しんせつ玉」「しんせつ玉」「しんせつ玉」「しんせつ玉」…友だちのよいところを見つけたり，気配り友だちのよいところを見つけたり，気配り友だちのよいところを見つけたり，気配り友だちのよいところを見つけたり，気配りしたりして助け合えるしたりして助け合えるしたりして助け合えるしたりして助け合える     

  「みつけ玉」「みつけ玉」「みつけ玉」「みつけ玉」    …人が見つけていない場所や方法人が見つけていない場所や方法人が見つけていない場所や方法人が見つけていない場所や方法，，，，さらに時間いっぱい仕事を見つけられるさらに時間いっぱい仕事を見つけられるさらに時間いっぱい仕事を見つけられるさらに時間いっぱい仕事を見つけられる 

＜＜＜＜自問清掃でみが自問清掃でみが自問清掃でみが自問清掃でみがく３つの玉＞く３つの玉＞く３つの玉＞く３つの玉＞    


